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美しい里「小倉の里会」 

第１５回　会員総会

２０２３（R５）年８月１４日

発地市庭　イベントホール

議　　案

■第１号報告：２０２２（R４）年度　会計報告

　
■検討事項：景観に関する当会の方針

■その他事項：カーブミラーの設置
　　　　　　　　　 小倉の里地図の更新
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監査報告書

　　　　私は、小倉の里会の令和５年３月期の

　　　　　　　　　　　　　　　　会計について監査した。

  　　監査の結果、当会は適法かつ正確に

　　　　　　　　　　　　　処理されていることを認めた。

  

　　　　　　　　　　　　　　　　　　令和５年６月２２日 
 

　　　　　　　　　　小　倉　の　里　会 

　　　　　　　　　　会　計　監　査　　　　新　庄　和　彦　　　

　 

第１号報告　２０２２（R４）年度会計報告
１、収支計算書（令和４年4月1日から令和５年3月31日）　　　　　　単位：円
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検討事項：景観に関する当会の方針

◆軽井沢町の動向

・現在、「軽井沢町の自然保　

　護対策要綱」が機能してい

　るため、要綱の条例化は、

　考えていないし、困難である。

・また、新たな自然保護に関す

　る条例などは考えていない。

◆これ迄の経緯

・昨年の会員総会において旧軽と同じような「景観育成住民協定」

　を導入出来ないかとの提言があり、検討してまいりました。

◆旧軽景観育成住民協定

・旧軽５地区では住民有志が　

　樹木の伐採、夜間屋外照明、

　塀などの遮蔽物の構築等に

　関する協定書を取交している。

・同じ志の協議会で、歴史など

　当会と異なる所が多々ある。

■当会の立ち位置と基本方針

◆当会の基本方針
・伐採等の主原因は、新築時に起きていることから、
　業者さんへの対応を迅速化、強化する。
・会員へは,「軽井沢町の自然保護対策要綱」の遵守を
　継続してお願いしていく。
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◆当会の立ち位置

・当会は、任意加入の人格のない任意団体であり、

　条例等の法的裏付けが無ければ強制出来ない。

・景観に関しては、様々なご意見があり、皆様の総意

　が無ければ、会則等で義務付けは困難である。
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■具体的施策

・事務局内に、各地区担当を置き、伐採・新築等の情報を早期

　に把握し、迅速に業者へアプローチし、「自然保護対策要綱」

　の遵守をお願いする。

・従来、施主さんには新築完成後に入会案内をしていたが

　今後は、着工時に入会案内をして、施主さんから業者への

　指導を行ってもらう。

・皆伐等問題が起きた場合は、植栽をお願いしていく。

◆業者および会員に遵守頂きたい要綱の主な条項

 ・敷地内に存する樹木をできる限り残存させるとともに、建築物等の

　周囲に植栽を施し、自然環境の保護等に支障のないものであること。

　・樹木を健全な状態に保つため、適正な管理に勤め、世代更新する。
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■その他事項

◆カーブミラー設置しました。

・車の接触事故寸前のヒヤリ・

　ハットが何度か起きている所

　にカーブミラーを設置しました。

・町役場は、別荘地へはカーブ

　ミラーを設置しない方針であり、

　皆さんの安全・安心を考慮し

　当会の負担で設置しました。
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正面入口

Cｰ2
C地区出入口
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◆正確な地図に作り直しました。

・法務局から登記簿をベースにしたデジタル地図が発行され

　ました。それをベースに小倉の里の地図も作り直しました。

・９月に、Webサイトにアップする予定です。
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